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平成25年10月1日取扱局拡大の概要 
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H25.10.1 
拡大局数 

既存 
取扱局数 

合計 
取扱局数 

選定方針 

変額年金保険 +571局 508局 1,079局 
既に投資信託を取り扱っている郵便局の中から、投資信託
の販売実績が一定以上で、新商品を取り扱うことによる業務
への支障がないと想定される局を選定。  

がん保険 +500局 1,000局 1,500局 全国の比較的規模の大きい渉外局５００局を選定。  

引受条件緩和型 

医療保険 
― 1,000局 1,000局 ― 

法人(経営者)向
け生命保険 

+31局 134局 165局 
大都市部中心に、法人マーケットが厚く、渉外社員が一定数
在籍する郵便局を選定。 

自動車保険 +254局 1,241局 1,495局 
部会内に取扱局がない部会の郵便局と渉外社員が一定数
在籍する郵便局を中心に選定。 

平成25年10月1日付け金融新規商品の取扱局の拡大に関する報道発表を下表のとおり行なっている。 

（報道発表日は、平成25年9月27日） 
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取扱商品と商品供給会社 
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商    品 商品供給会社 

変額年金保険 

・三井住友海上プライマリー生命 
・メットライフアリコ生命 

第三分野保険商品 
・がん保険 
・引受条件緩和型医療保険 

（がん保険） 
・アフラック 
（引受条件緩和型医療保険） 
・住友生命 

法人(経営者)向け生命保険 
・長期平準定期保険 
・逓増定期保険 

・アイエヌジー生命(H21.7～) 
・住友生命（H21.7～平準定期のみ） 
・東京海上日動あんしん生命(H20.10～) 
・日本生命（H20.10～） 
・三井住友海上あいおい生命（H21.7～） 
・明治安田生命（H21.7～） 
・メットライフアリコ生命（H21.7～） 

自動車保険 

以下の６社による共同保険契約 
・あいおいニッセイ同和損害保険 
・損害保険ジャパン 
・東京海上日動火災保険（幹事保険会社） 
・日本興亜損害保険 
・三井住友海上火災保険 
・富士火災海上保険 

当社の金融新規事業において、現在販売している商品は、「変額年金保険」「第三分野保険」「法人（経営者）向け生命保険」「自動車
保険」であり、自動車保険については6社による共同保険としている。 
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取扱局展開の推移 
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年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25.10 

変額年金保険 
― 
― 

(取扱開始) 
166局 

― 
166局 

― 
166局 

+81局 
247局 

+261局 
508局 

+571局 
1,079局 

がん保険 
― 
― 

(取扱開始) 
300局 

+700局 
1,000局 

― 
1,000局 

― 
1,000局 

― 
1,000局 

+500局 
1,500局 

引受条件緩和型 

医療保険 
― 
― 

(取扱開始) 
300局 

+700局 
1,000局 

― 
1,000局 

― 
1,000局 

― 
1,000局 

― 
1,000局 

法人(経営者)向け
生命保険 

― 
― 

(取扱開始) 
55局 

+69局 
124局 

― 
124局 

+2局 
126局 

+8局 
134局 

+31局 
165局 

自動車保険 
(取扱開始) 

23局 
+280局 
303局 

+297局 
600局 

― 
600局 

+101局 
701局 

+540局 
1,241局 

+254局 
1,495局 

収益の拡大と安定化を図るため、お客さまニーズも踏まえつつ、金融新規商品の取扱局の拡大に取り組んできた。 

（上段：追加取扱局数、下段：累計取扱局数）。 


